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これ知ってる！？
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これ知ってる！？ 

  

 

「「「「ChatChatChatChatGPTGPTGPTGPT」」」」    
OpenAI社が開発した、人

工知能を使ったサービス。

質問に対して人間のように

自然に答えられる技術が使

われており、文章の作成や

添削、プログラミングなど

も行える。しかし、情報の

正確性に課題がある。 
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あ
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こ

れ
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和

令
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五五 五五
年
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年

度
年

度
年

度
 学

習
情

報
部

方
針

学
習

情
報

部
方

針
学

習
情

報
部

方
針

学
習

情
報

部
方

針
    

研

究

主

題

研

究

主

題

研

究

主

題

研

究

主

題

    

デ

ジ

タ

ル

・

シ

テ

ィ

ズ

ン

シ

ッ

プ

を

高

め

、

Ｓ

ｏ

ｃ

ｉ

ｅ

ｔ

ｙ

５

．

０

を

伸

び

や

か

に

生

き

る

子

供

の

育

成

 

～

学

校

Ｄ

Ｘ

の

推

進

に

よ

る

、

「

岡

崎

版

Ｇ

Ｉ

Ｇ

Ａ

ス

ク

ー

ル

構

想

」

の

実

現

を

通

し

て

～

 

研

究

研

究

研

究

研

究

の

のの

の

重

点

重

点

重

点

重

点

    

①

【

各

教

科

・

領

域

の

授

業

で

横

断

的

に

進

め

る

デ

ジ

タ

ル

・

シ

テ

ィ

ズ

ン

シ

ッ

プ

の

育

成

】

 

・

Ｉ

Ｃ

Ｔ

の

効

果

的

な

活

用

に

よ

る

、

情

報

活

用

能

力

の

育

成

に

関

す

る

研

究

 

・

Ｉ

Ｃ

Ｔ

の

効

果

的

な

活

用

に

よ

る

、

各

教

科

・

領

域

の

学

び

を

深

め

る

研

究

 

②

【

教

師

の

Ｉ

Ｃ

Ｔ

活

用

指

導

力

の

向

上

と

、

効

率

的

な

校

務

の

実

現

】

 

 

・

教

師

の

Ｉ

Ｃ

Ｔ

活

用

指

導

力

の

向

上

と

、

Ｉ

Ｃ

Ｔ

活

用

に

よ

る

効

率

的

な

校

務

の

実

現

 

各

各各

各

部

部部

部

会

会会

会

の

のの

の

主

主主

主

な

なな

な

活

動

活

動

活

動

活

動

 

〔

広

報

部

会

〕

 

・

月

報

｢

視

聴

覚

教

育

｣

な

ど

視

聴

覚

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

発

行

物

の

編

集

協

力

 

 

・

教

育

に

関

わ

る

Ｉ

Ｃ

Ｔ

の

各

種

マ

ニ

ュ

ア

ル

の

検

証

や

情

報

モ

ラ

ル

の

啓

発

 

・

各

種

調

査

の

実

施

と

調

査

結

果

や

分

析

の

広

報

 

〔

授

業

研

究

部

会

〕

 

・

一

人

一

台

タ

ブ

レ

ッ

ト

端

末

の

活

用

に

よ

る

｢

誰

一

人

取

り

残

さ

な

い

教

育

｣

の

実

現

に

向

け

た

実

践

と

報

告

 

・

情

報

モ

ラ

ル

指

導

や

情

報

活

用

能

力

育

成

推

進

の

た

め

の

研

究

 

・

視

聴

覚

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

の

教

材

・

機

材

の

効

果

的

な

活

用

方

法

の

研

究

 

〔

研

修

部

会

〕

 

・

教

師

の

Ｉ

Ｃ

Ｔ

活

用

指

導

力

向

上

に

向

け

た

研

修

の

 

計

画

・

実

施

 

・

教

育

活

動

や

校

務

に

お

け

る

有

効

な

Ｉ

Ｃ

Ｔ

利

活

用

方

法

の

研

究

と

提

案

 

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｉ

Ａ

Ｉ

と

とと

と

人

間

人

間

人

間

人

間

ら

らら

ら

し

しし

し

さ

ささ

さ

    

福

岡

中

学

校

福

岡

中

学

校

福

岡

中

学

校

福

岡

中

学

校

 

  

 

校

長

校

長

校

長

校

長

 

  

 

森

森森

森

 

  

 

竜

師

竜

師

竜

師

竜

師

 

  

  

  

 

「

一

目

置

く

」

は

、

囲

碁

を

由

来

と

し

た

言

葉

で

あ

る

。

自

分

よ

り

も

強

い

相

手

と

対

局

を

始

め

る

前

に

、

相

手

の

優

位

を

受

け

入

れ

、

ハ

ン

デ

ィ

キ

ャ

ッ

プ

と

し

て

先

に

自

分

の

碁

石

（

黒

石

）

を

一

つ

置

く

こ

と

。

転

じ

て

「

自

分

よ

り

優

れ

た

相

手

を

認

め

、

敬

意

を

払

い

一

歩

譲

る

」

と

い

う

意

味

で

使

わ

れ

る

。

 

私

が

父

か

ら

囲

碁

を

教

わ

っ

た

の

は

中

学

生

の

時

で

あ

る

。

始

め

に

星

目

（

九

つ

の

黒

石

）

を

置

い

て

も

勝

て

な

か

っ

た

父

に

、

一

目

（

一

つ

の

黒

石

）

だ

け

置

い

て

勝

負

で

き

る

よ

う

に

な

る

ま

で

に

は

十

年

か

か

っ

た

。

「

囲

碁

の

一

局

は

、

そ

の

人

の

生

き

様

を

表

す

も

の

だ

」

と

、

囲

碁

を

通

し

て

私

に

「

人

と

し

て

の

在

り

方

」

を

説

い

た

父

。

そ

の

父

が

亡

く

な

っ

た

今

、

私

の

相

手

は

、

も

っ

ぱ

ら

Ａ

Ｉ

囲

碁

（

人

工

知

能

）

で

あ

る

。

 

さ

て

、

チ

ェ

ス

・

将

棋

・

囲

碁

な

ど

、

あ

ら

ゆ

る

パ

タ

ー

ン

を

解

析

し

て

正

解

を

導

き

出

す

こ

と

は

Ａ

Ｉ

の

得

意

と

す

る

と

こ

ろ

で

あ

り

、

こ

の

分

野

で

は

、

す

で

に

Ａ

Ｉ

が

人

間

の

脳

を

上

回

っ

て

い

る

。

ま

た

、

今

ま

で

人

間

に

し

か

で

き

な

い

と

考

え

ら

れ

て

き

た

高

度

な

タ

ス

ク

も

、

Ａ

Ｉ

に

よ

っ

て

実

現

可

能

で

あ

る

こ

と

が

次

々

と

明

ら

か

に

な

っ

て

い

る

。

特

に

、

こ

こ

数

年

は

、

 

文

章

や

画

像

を

生

成

す

る

Ａ

Ｉ

技

術

が

飛

躍

的

に

進

化

し

、

「

C

h

a

t

G

P

T

」

に

代

表

さ

れ

る

「

大

規

模

言

語

モ

デ

ル

」

が

世

間

を

騒

が

せ

て

い

る

。

知

識

基

盤

社

会

で

は

、

日

々

新

た

な

知

識

が

次

々

に

生

成

さ

れ

、

同

時

に

陳

腐

化

し

て

い

る

。

そ

う

し

た

多

種

多

様

で

不

安

定

な

知

識

は

ビ

ッ

グ

デ

ー

タ

と

し

て

蓄

積

さ

れ

、

そ

れ

を

用

い

て

C

h

a

t

G

P

T

は

、

今

も

自

ら

学

習

し

続

け

て

い

る

。

 

あ

た

か

も

、

人

が

言

語

を

扱

っ

て

い

る

か

の

よ

う

に

振

る

舞

い

応

答

す

る

C

h

a

t

G

P

T

。

そ

の

実

効

性

と

有

益

性

か

ら

高

い

将

来

性

が

見

込

ま

れ

て

い

る

反

面

、

人

の

役

割

を

ど

こ

ま

で

奪

う

の

か

が

懸

念

さ

れ

て

い

る

。

あ

ら

た

め

て

、

「

人

な

ら

で

は

の

仕

事

」

そ

し

て

「

人

間

ら

し

さ

」

が

問

わ

れ

て

い

る

。

 

C

h

a

t

G

P

T

が

吐

き

出

す

情

報

は

、

私

に

と

っ

て

は

据

わ

り

が

悪

い

。

私

自

身

の

思

い

（

実

体

験

や

感

動

）

が

込

め

ら

れ

て

い

な

い

か

ら

だ

。

今

、

教

育

は

大

き

な

変

革

の

時

に

あ

る

。

Ｉ

Ｃ

Ｔ

を

「

学

び

の

道

具

」

と

し

て

効

率

よ

く

効

果

的

に

活

用

す

る

こ

と

と

併

せ

て

、

今

後

は

、

こ

れ

ま

で

私

た

ち

が

大

切

に

し

て

き

た

「

リ

ア

ル

な

実

体

験

や

感

動

の

場

」

が

一

層

大

切

に

な

る

だ

ろ

う

。

 

父

が

亡

く

な

る

ま

で

、

父

と

の

対

局

は

、

盤

面

に

置

い

た

一

目

を

外

す

こ

と

は

な

か

っ

た

。

「

一

目

置

く

」

と

い

う

行

為

に

込

め

た

、

私

の

父

に

対

す

る

思

い

は

、

Ａ

Ｉ

囲

碁

に

は

到

底

理

解

で

き

な

い

に

違

い

な

い

。
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織
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習
情
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織

学
習
情

報
部

組
織

学
習
情

報
部

組
織

＝＝ ＝＝
    

 

  

 部

部部

部

長

長長

長

 

  

 

森

 

竜

師

（

福

岡

中

）

 

岡

 

秀

之

（

羽

根

小

）

 

塚

谷

 

保

（

藤

川

小

）

 

 

教

育

委

員

会

担

当

教

育

委

員

会

担

当

教

育

委

員

会

担

当

教

育

委

員

会

担

当

 

  

 

村

田

 

貴

志

（

岡

崎

市

教

育

委

員

会

）

 

 

  

 視

聴

覚

視

聴

覚

視

聴

覚

視

聴

覚

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

 

  

 

杉

坂

 

和

俊

（

所

長

補

佐

）

 

 

指

導

員

指

導

員

指

導

員

指

導

員

 

  

 

太

田

 

尚

志

（

藤

川

小

）

 

鈴

木

 

広

樹

（

矢

東

小

）

 

 世

話

係

世

話

係

世

話

係

世

話

係

 

  

 

服

部

 

将

也

（

豊

富

小

）

 

岩

川

 

皓

司

（

竜

南

中

）

 

 

各

部

会

各

部

会

各

部

会

各

部

会

世

話

係

世

話

係

世

話

係

世

話

係

 

  

 

〔

〔〔

〔

広

報

部

会

広

報

部

会

広

報

部

会

広

報

部

会

〕

〕〕

〕

 

  

 

岩

川

 

皓

司

（

竜

南

中

）

 

鈴

木

奈

穂

子

（

新

香

山

中

）

 

矢

部

 

貴

司

（

竜

海

中

）

 

鈴

木

 

由

理

（

小

豆

坂

小

）

 

青

山

将

太

朗

（

岩

津

中

）

 

〔

〔〔

〔

授

業

研

究

授

業

研

究

授

業

研

究

授

業

研

究

部

会

部

会

部

会

部

会

〕

〕〕

〕

 

  

 

水

野

 

利

明

（

矢

作

中

）

 

鈴

木

 

俊

宏

（

男

川

小

）

 

〔

〔〔

〔

研

修

部

会

研

修

部

会

研

修

部

会

研

修

部

会

〕

〕〕

〕

 

  

 

服

部

 

将

也

（

豊

富

小

）

 

青

山

 

夕

菜

（

羽

根

小

）

 

米

澤

 

和

志

（

大

門

小

）

 

杉

山

 

康

子

（

常

磐

小

）

 

星

野

 

雄

大

（

南

 

中

）

 

山

本

 

悠

司

（

矢

北

小

）

 

 

酒

井

 

雄

一

（

甲

山

中

）

 

 

《

《《

《

研

究

会

研

究

会

研

究

会

研

究

会

》

》》

》

 

  

 

・

お

か

ざ

き

ッ

ズ

 

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

・

 

 

フ

ェ

ス

タ

２

０

２

３

 

 

 

７

月

25

日

（

火

）

総

合

学

習

セ

ン

タ

ー

 

・

三

教

研

Ｉ

Ｃ

Ｔ

活

用

研

究

会

 

 

 

８

月

４

日

(

金

)

 

・

県

放

送

教

育

特

別

研

究

会

 

８

月

24

日

（

木

）

ウ

イ

ン

ク

あ

い

ち

 

 

  

 《

《《

《

研

修

会

研

修

会

研

修

会

研

修

会

》

》》

》

 

  

 

・

授

業

力

・

教

師

力

ア

ッ

プ

セ

ミ

ナ

ー

 

【

基

礎

編

】

７

月

21

日

（

金

）

 

【

専

門

編

】

・

【

推

進

編

】

７

月

28

日

（

金

）

 

・

学

習

情

報

部

自

主

研

修

会

「

Ｔ

Ａ

Ｖ

」

（

随

時

）

 

《

《《

《

研

究

論

文

研

究

論

文

研

究

論

文

研

究

論

文

》

》》

》

    
・

ち

ゅ

う

で

ん

教

育

振

興

助

成

（

６

月

13

日

（

火

）

締

切

）

 

・

パ

ナ

ソ

ニ

ッ

ク

教

育

財

団

実

践

研

究

助

成

 

（

例

年

１

月

中

旬

締

切

）

 

※

県

や

市

の

教

育

論

文

を

は

じ

め

多

く

の

機

会

が

あ

り

ま

す

。

日

頃

の

実

践

成

果

を

ま

と

め

て

み

ま

し

ょ

う

。

 

《

《《

《

コ

ン

ク

ー

ル

コ

ン

ク

ー

ル

コ

ン

ク

ー

ル

コ

ン

ク

ー

ル

》

》》

》

 

  

 

・

ふ

る

さ

と

岡

崎

メ

デ

ィ

ア

コ

ン

ク

ー

ル

 

・

Ｉ

Ｃ

Ｔ

夢

コ

ン

テ

ス

ト

 

な

ど

 

《

《《

《

児

童

児

童

児

童

児

童

・

・・

・

生

徒

生

徒

生

徒

生

徒

の

コ

ン

ク

ー

ル

の

コ

ン

ク

ー

ル

の

コ

ン

ク

ー

ル

の

コ

ン

ク

ー

ル

》

》》

》

 

・

ふ

る

さ

と

岡

崎

メ

デ

ィ

ア

コ

ン

ク

ー

ル

 

・

Ｎ

Ｈ

Ｋ

杯

全

国

中

学

校

放

送

コ

ン

テ

ス

ト

愛

知

県

大

会

 

・

ア

ジ

ア

国

際

子

ど

も

映

画

祭

 

・

キ

ュ

ー

ブ

活

用

コ

ン

テ

ス

ト

 

・

パ

ナ

ソ

ニ

ッ

ク

Ｋ

Ｗ

Ｎ

日

本

コ

ン

テ

ス

ト

 

な

ど

 

 

各種大会 

 研究会の案内 

連絡先 岡崎市 

視聴覚ライブラリー 

２３―６７８９ 

所

長

所

長

所

長

所

長

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

田

中

 

典

子

 

所

長

補

佐

所

長

補

佐

所

長

補

佐

所

長

補

佐

 

 

杉

坂

 

和

俊

 

職

員

職

員

職

員

職

員

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鳥

居

 

貴

浩

 

 

 

 

稲

垣

 

俊

雄

 

 

 

山

本

 

や

よ

い

 

 

 

 

白

木

 

千

春

 

 

視

聴

覚

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

は

所

長

、

所

長

補

佐

が

交

代

し

ま

し

た

。

新

メ

ン

バ

ー

で

今

年

度

も

皆

様

の

お

役

に

立

て

る

よ

う

頑

張

っ

て

い

き

ま

す

。

 

令

和

５

年

度

初

回

号

で

は

視

聴

覚

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

か

ら

の

視

聴

覚

・

情

報

教

育

に

関

す

る

主

な

支

援

内

容

を

紹

介

し

ま

す

。

 

●

情

報

情

報

情

報

情

報

モ

ラ

ル

モ

ラ

ル

モ

ラ

ル

モ

ラ

ル

出

前

講

座

出

前

講

座

出

前

講

座

出

前

講

座

 

  

 

 

視

聴

覚

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

で

は

児

童

生

徒

、

保

護

者

を

対

象

に

「

情

報

モ

ラ

ル

出

前

講

座

」

を

随

時

行

っ

て

い

ま

す

。

内

容

は

ネ

ッ

ト

ト

ラ

ブ

ル

に

関

す

る

情

報

提

供

や

注

意

喚

起

な

ど

で

す

。

開

催

希

望

す

る

時

は

右

記

載

の

連

絡

先

に

お

問

い

合

わ

せ

く

だ

さ

い

。

 

●

配

信

配

信

配

信

配

信

・

・・

・

Ｗ

ｅ

ｂ

Ｗ

ｅ

ｂ

Ｗ

ｅ

ｂ

Ｗ

ｅ

ｂ

会

議

会

議

会

議

会

議

支

援

支

援

支

援

支

援

 

 

教

職

員

の

業

務

改

善

や

働

き

方

改

革

の

一

環

と

し

て

Ｔ

ｅ

ａ

ｍ

ｓ

配

信

な

ど

が

行

わ

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

。

そ

う

し

た

場

面

で

必

要

と

な

る

各

機

器

接

続

用

の

ケ

ー

ブ

ル

や

ビ

デ

オ

カ

メ

ラ

の

貸

出

を

行

っ

て

い

ま

す

。

 

●

教

材

教

材

教

材

教

材

の

のの

の

貸

出

貸

出

貸

出

貸

出

 

 

視

聴

覚

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

は

貸

出

用

教

材

（

デ

ジ

タ

ル

コ

ン

テ

ン

ツ

含

む

）

を

保

有

し

て

い

ま

す

。

検

索

は

、

各

校

に

あ

る

教

材

目

録

か

視

聴

覚

ラ

イ

ブ

ラ

リ

ー

Ｈ

Ｐ

を

御

利

用

く

だ

さ

い

。

巡

回

郵

便

で

の

貸

出

・

返

却

が

可

能

で

す

。

 


